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新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

Ⅰ 総 額

区 分 令和６年度 令和５年度 伸び率

予算総額 9,431,134千円 3,549,925千円 165.7％

一般会計構成比 0.4％ 0.2％ －

【一般会計】

区 分 令和６年度 令和５年度 伸び率

予算総額 791,805千円 696,817千円 13.6％

【災害救助事業特別会計】

－ ２ －



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ３ －

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策

１ 災害・危機に強い埼玉の構築

Ｐ ４ 新 規 ジェンダーの視点による災害対応の充実強化 【災害対策課】 ９，１８５

（単位 千円）

Ｐ ５ 新 規 ドローンを活用した発災初期の情報収集力強化 【災害対策課】 ７，３５０

Ｐ ６ 災害対策本部の機能強化 【災害対策課】 １８，３７０

Ｐ ７ 防災行政無線の機能強化 【消防課】 ３，２３５，４００

Ｐ ８ 災害対応力の強化 【危機管理課】 １７，５７５



② 全県に展開

ジェンダーの視点による災害対応の充実強化 【予算額】 ９，１８５千円

新 規 担当 災害対策課 災害対策担当
内線 ８１８１

－ ４ －

ジェンダー視点を踏まえた避難所開設・運営マニュアルを市町村が策定することにより、災害時に女性等に配慮した避難所運営
体制を整備する。

１ ジェンダー視点による避難所開設・運営の充実強化事業費 ９，１８５千円

（１）ジェンダー視点による避難所開設・運営の充実強化（ 新 規 ） ９，１８５千円
災害時にジェンダー視点を踏まえた避難所開設・運営ができるよう標準手引き及び映像資料を作成する。

また、それに基づく市町村版マニュアルの策定を市町村へ依頼し、全市町村へ普及する。

事業概要

目 的

① 県標準手引き及び映像資料の作成

○埼玉県版避難所の標準的なレイアウト

・風水害等を想定した短期間避難の作成
・国ガイドラインにない項目の検討
（子どもに配慮したレイアウトなど）

・先進事例の紹介や専門家の意見を反映

○避難所設営手順の映像

○県標準手引きを活用し、市町村

版マニュアルの作成依頼

○会議等の場を活用し、市町村長

に直接説明

スケジュール

【４月～９月】 【１０月～】

県標準手引き等の作成 市町村へ依頼



ドローンを活用した発災初期の情報収集力強化

ドローンを活用することにより災害発生初期の情報収集力を向上させ、迅速・的確な災害対応を行う体制を整備する。

目 的

担当 災害対策課 災害対策担当
内線 ８１８１

【予算額】 ７，３５０千円

新 規

－ ５ －

１ ＤＸを活用した災害対応力の強化事業費 ７，３５０千円

（１）ドローンを活用した災害現場の上空緊急観測の実証実験（ 新 規 ） ７，３５０千円
災害発生初期に、地理的条件、悪天候、夜間など、様々な飛行条件の中で、ドローンを保有する委託業者に

緊急観測を要請し、観測要請から統括部への情報伝達時間やドローンの性能別の活用方法を整理し、迅速・的
確な災害対応への有効性を検証する。

有効性の検証

観測手段の決定

◎広 域 ◎狭 域 ◎遠 隔 ◎分 散

被 災 範 囲

◎雨風の有無 ◎日中・夜間

コ ン デ ィ シ ョ ン

機 種 の 選 定

観 測

判 断 材 料

要請のタイミング

気象注警報

予想雨量・積雪量

被害発生の恐れ

累積雨量・積雪量など

発災直後

実証実験のイメージ

事業概要



災害対策本部の機能強化

災害対策本部統括部の迅速かつ的確な対応に資する環境を整備し、情報収集及び発信能力の強化を図る。

目 的

担当 災害対策課 災害対策担当
内線 ８１８１

【予算額】１８，３７０千円

－ ６ －

１ 多様化する災害関連情報の収集及び発信能力の強化 １８，３７０千円

現在と今後の災害時における情報の流れ

（１）災害オペレーション支援システムの再構築 １８，３７０千円
多様化する災害情報への対応や操作性向上のため、次期災害オペレーション支援システムの詳細設計・開発を実施する。
ア 動画や図面など大容量情報への対応

・ワンストップで大容量データを入力できる仕様へ改良する。
イ 入力簡素化等「より使いやすい」ワンスオンリー入力機能

・ＯＣＲ認識や音声入力などの入力支援機能の追加する。
・土木や農林など分野ごとの入力フォーマット形式、記者発表資料出力機能などを追加する。

ウ 迅速で的確な情報発信に向けたシステムへの改革
・県民の迅速・的確な災害対応を支援するため、避難所情報の発信など、ＧＩＳの活用を検討する。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

基本設計

開発スケジュール

詳細設計 ・ システム開発

事業概要



大規模災害時等における通信の確保を目的として運用している衛星系防災行政無線について、国が進めている現行の第２世代
から第３世代への移行に向け再整備を行う。
併せて、地上系防災行政無線の機能強化を図る。

目 的

担当 消防課 防災情報通信担当
内線 ３１７７

防災行政無線の機能強化 【予算額】３，２３５，４００千円

－ ７ －

１ 衛星系防災行政無線の第３世代化に向けた再整備 ２，０１６，９８０千円

（１）衛星系防災行政無線の再整備工事 ２，０１６，９８０千円（継続事業第２年次）
効果…大雨時の通信安定性向上

映像の高画質化（地上デジタル放送並み）
可搬局の小型化・軽量化

（１）地上系防災行政無線の改修工事 １，２１８，４２０千円（継続事業第１年次）
効果…県・市町村間で映像の双方向通信が可能

地上系防災行政無線の障害時、自動的に衛星系防災行政無線へ切替

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

衛星系

地上系

設 計 再 整 備

設 計 改 修

２ 地上系防災行政無線の機能強化に向けた改修 １，２１８，４２０千円

衛星系ネットワーク
（第３世代への移行）

地上系ネットワーク
（通信容量の増強等） 市町村等県庁(県庁局)

迂回
（地上系障害時）

スケジュール

事業概要



災 害 対 応 力 の 強 化

危機や災害ごとに対処すべき具体的なシナリオを作成し、図上訓練を繰り返すことで、専門的な知識を有する様々な官民の
機関を連結し、県の危機・災害対応力を強化する。

目 的

担当 危機管理課 企画担当
内線 ８１３２

【予算額】１７，５７５千円

１ 災害対応力の強化 １７，５７５ 千円

（１）シナリオの作成と図上訓練の実施 １４，４０９千円
・新たに「林野火災」のシナリオを作成し、図上訓練を実施する。
・令和５年度までに作成した風水害、地震災害、大雪災害、火山噴火、
国民保護のシナリオで繰り返し図上訓練を実施し、ブラッシュアッ
プを図る。

（２）埼玉県危機・災害等専門家会議の設置・運営 ３０６千円
専門家による「埼玉県危機・災害等専門家会議」を設置、運営し、

専門家からの助言をシナリオ作成や図上訓練の実施に反映させる。

（３）指揮命令権者訓練の実施 ２，８６０千円
災害時に指揮命令を担う職員を対象に、災害対策本部会議の複数

開催を想定した図上訓練を実施する。

シナリオに基づく図上訓練

Zoomによる図上訓練の配信

－ ８ －

事業概要


